
株式会社 菅原工業
人事部 小比賀 早紀

気仙沼と世界を繋ぐ
未来への道づくり



株式会社 菅原工業

住所：宮城県気仙沼市赤岩迎前田132

業種：建設業・運送業・
産業廃棄物収集運搬業(宮城、岩手)・
砕石業

従業員45名 外国人技能実習生4名
 特定技能 1名

創業：昭和40年10月1日

〇アスファルトプラント〇アスファルト舗装



コーポレートスローガン

『このまちをつくる』



私たち菅原工業は

企業・地域の課題を
海外と繋がる事で解決し

地域の当たり前の日常を提供し
持続可能な地域の未来への

道をつくる企業です

文化

ひと

人材不足・人口減
技能実習生・気仙沼人事部

産業

復興需要減の対応
外貨の獲得・大手との連携

交流・関係人口増
多文化共生社会構築



『市民が快適で安心して暮らせる環境をつくる』

当り前の日常を当り前にする

その為には。

緊急時の24時間対応可能な
組織体制が必要

公共工事が減少する中での
人材の確保が課題となる

除雪作業

融雪作業

災害時の対応

インフラ整備工事



外部環境

・東北地方整備局
令和2年以降2000億を超える予算を確保している、大手企業

向けの入札が多く占めるが、一次下請業者に選定される様に企業
力を上げていく必要性がある。

・宮城県
令和2年の730億以降200億まで下がっているが、令和4年度以

降は上昇傾向にあります。入札制度は総合評価入札が主で、地域
内での落札見込みは高い。企業点の維持を心がける。

・気仙沼市
近年は、令和2年の300億をピークに減少傾向にあり、R6

年は補正予算を考慮せずに30億となっている。少ない入札
案件を確実に落札出来るよう精度を高める。また総合評価入
札の仕組の提言を行う。

市場・顧客の分析
単位:百万円



『慢性的な人材不足の課題解決』

『復興需要減への対応』

企業の課題・地域の課題



気仙沼

インドネシア

慢性的な人材不足の課題解決



互いの地域の課題を解決し、地域間の架け橋になる

復興需要減への対応

2014年

技能実習生受入開始

2015年

合弁会社設立 リサイクルアスファルトプラント建設

2016年



1号機 2016年完成

リサイクルアスファルトプラント
１号基(カラワン地区)

リサイクルアスファルトプラント
2号基(マジャレンカ地区)

２号機 2022年完成





JAPANコンストラクション国際賞 国土交通大臣賞

JICA 国際協力機構 JBIC 国際協力銀行

外国人材とつくる建設未来賞 国土交通大臣賞





●インドネシア料理店

●ムショラ（祈祷所）

インドネシア料理店 ～WARUNG MAHAL ～多文化共生社会構築

日本で一番インドネシアと交流のある街『気仙沼』を目指す
  選ばれる『国』・選ばれる『街』になる



•インドネシア人との「食」を通じた文化交流

「食」で社員研修



インドネシアを知る

•気仙沼とインドネシアの文化的な交流をつくるために、
•中学生が企画・立案

メニュー開発
インドネシア料理

×気仙沼の食材



•インドネシアと気仙沼の食を通じた文化交流のハブになる
•異国の文化を知る⇒認める⇒受入れる⇒多様性のある多文化共生社会の構築

地元のひと

地元の企業 インドネシア人

WARUNG
MAHAL

私たちワルンマハールの目指す所



ムショラを併設したインドネシア料理店ワルン
マハール

地域コミュニティづくり 部門

2020年度 GOOD DESIGN賞 受賞



多くの皆様に支えられ営業しております



気仙沼市長が受賞

インドネシア共和国 友好アンバサダー賞



100年後の子供達に気仙沼を残す

世界と繋がり、多様な人材を受入れる事で

地域に持続可能な『当たり前の日常』を提供し
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